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交通網・都市基盤整備調査特別委員会報告資料 

令和元年６月２８日 

件   名 足立区総合交通計画（素案）の報告及びパブリックコメントの実施について 

所管部課名 都市建設部交通対策課 

内   容 

足立区総合交通計画（以下「計画」という。）素案及びパブリックコメン

トの実施について、以下のとおり報告する。 

 

１ 計画素案概要について（別添資料１） 

（１）目指すべき姿 

多様な人の移動を支える交通環境の整った「まち」足立 ～区民・地 

域・事業者・団体・行政が一丸となって地域課題を解決する力「協創力」

により、持続可能な交通環境を整える～ 

（２）構成 

第１章 足立区総合交通計画の概要 

第２章 計画改定の視点と対応方針 

第３章 交通の目指すべき姿と基本目標 

第４章 交通施策と実施事業 

第５章 総合交通計画の進行管理 

 

２ パブリックコメントの実施について 

（１）募集期間 

令和元年７月１日（月）～令和元年７月３１日（水） 

（２）周知方法及び閲覧配布 

  ア あだち広報６月２５日号及び区ＨＰ、ＳＮＳによる周知 

  イ 交通対策課窓口にて資料を閲覧、配布するとともに、区民事務所、

中央図書館、区政情報課、政策経営課でも資料を閲覧、配布する。 

 

３ 今後の予定 

年 月 内   容 

令和元年8月 パブリックコメント意見結果を報告 

10月 
パブリックコメント等に対する区の考え方を報告 

計画を策定 
 

問 題 点 

今後の方針 

 今後、パブリックコメントでの意見を踏まえ、区の考え方をまとめ、第３

回定例会にて報告し、計画を策定する。 
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交通網・都市基盤整備調査特別委員会報告資料 
令和元年６月２８日 

件   名 つくばエクスプレス８両編成化事業の実施について 

所管部課名 都市建設部交通対策課 

 

 

 

 

 

 

内   容 

 

 

 

 

 

 

 

つくばエクスプレス（ＴＸ）を運営する首都圏新都市鉄道株式会社は、

「８両編成化事業」を今年度より実施していくことについて、以下のとお

り公表したので報告する。（別紙参照 Ｐ３～５） 

 

１ 事業の概要 

（１）事業内容 

ア ８両編成車両の運行に必要な設備関係工事 

（秋葉原駅からつくば駅までの全駅、総合基地等） 

イ ８両編成化に必要な車両の調達 

（２）供用開始 

２０３０年代前半にサービス開始（予定） 

（３）事業期間 

１０年を超える事業期間を予定。 

（４）概算事業費 

ア 設備関係工事費  ３６０億円程度（税抜、見込み） 

（各駅のホーム延伸、車両留置線の延伸、変電所の増強等） 

イ 車両調達費    未定（必要数量を今後決定） 

 

２ 事業効果 

（１）輸送力 

１編成当たり６両編成時に比べ３０％程度増加 

（２）混雑率 

今後の旅客需要動向を考慮しても朝ラッシュ時間帯の混雑率は 

１５０％を下回る程度まで低減することが可能。 

（現在は１６９％〈２０１８年度〉） 

 

 

 

問 題 点 

今後の方針 

混雑緩和対策として、現在進められているラッシュ時の２５本化（１時

間当り）やロングシート化などが確実に実施されるよう注視していくとと

もに、８両編成化事業についても事業期間の短縮が図られるよう沿線市区

と連携して首都圏新都市鉄道株式会社との協議等を進めていく。 
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交通網・都市基盤整備調査特別委員会報告資料 
令和元年６月２８日 

件   名 日暮里・舎人ライナー（新交通システム）の安全対策について 

所管部課名 都市建設部交通対策課 

 

 

 

 

 

 

内   容 

 

 

 

 

 

 

 

横浜市を走る新交通システム「シーサイドライン」の逆走事故を受け、

新交通システムを採用する日暮里・舎人ライナーの安全対策の取り組み状

況について、東京都交通局に確認したので以下のとおり報告する。 

 

１ シーサイドラインの事故概要（報道情報） 

（１）発生日時  令和元年６月１日（土）午後８時１５分ごろ 

（２）場  所  横浜市磯子区の新杉田駅 

（３）内  容  車両が約２５ｍ逆走し車両止めに衝突。 

乗客約５０人のうち、１４人が重軽傷を負った。 

※車両内の配線が断線したことで正しい進行方向が 

モーターに伝わらず、逆走が起きた可能性がある。 

 

２ 日暮里・舎人ライナーの点検対応 

（１）車両の緊急点検の実施（６月３日～７日） 

ア 全車両について、車庫内の試走線で機能に問題ないか点検。 

イ 指令所や駅のシステムについて、動作記録を確認。 

（２）駅ホームへの監視員の配置 

緊急点検期間中は、日暮里駅と見沼代親水公園駅で混雑時間帯を 

中心に係員を配置して、車両の発車動作の監視と異常時への対応に 

あたった。 

（３）点検結果（６月７日 東京都交通局発表） 

ア 全車両の装置が正常に機能することを確認した。 

イ 電気系統に断線があった場合でも同様の逆走は起こらないことを 

確認した。 

 

 

 

問 題 点 

今後の方針 

現在事故の調査を行っている運輸安全委員会の事故調査結果が発表に

なった際、日暮里・舎人ライナーでも安全対策が必要な場合、確実に実施

されるよう東京都へ要望していく。 
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交通網・都市基盤整備調査特別委員会報告資料 

令和元年６月２８日 

件   名 竹ノ塚駅付近鉄道高架化の取組み状況について 

所管部課名 鉄道立体推進室竹の塚整備推進課 鉄道関連事業担当課 

内   容 

竹ノ塚駅付近鉄道高架化の取組み状況について、以下のとおり報告する。 

 

１ 竹ノ塚駅付近鉄道高架化に関する主な経過について（別紙参照 Ｐ９） 
 
２ 東武鉄道との施行協定に基づく、平成３１年度の事業内容・事業費の 

協議について 

 
３ 鉄道高架化工事に関する今後の予定について 
（１）上り急行線の仮移設（別添資料２） 

ア 目的 
工事の進捗に伴い、高架橋工事に必要なスペースを確保するため、

上り急行線を西側に移設する。 
イ 移設予定日  令和元年６月２８日（金）終列車後 
ウ 踏切形態の変更 

上り急行線の仮移設に伴い、中島部分がなくなり、東側・西側でわ

かれている２つの踏切が、１つにまとまる。 
（２）７～９月の工事工程予定表 （別添資料３） 
（３）赤山街道への橋桁架設 
   本年１２月頃、第３７号踏切（赤山街道）直上への、上り急行線の橋

桁架設に伴い、赤山街道は高さ３．８ｍ以上の特殊車両が通行不可とな

る（一般車両・バス等は通行可）。このため、交通管理者等と調整を進

めながら、円滑な通行を目指す。 
 

４ 区画街路第１４号線の進捗状況について（別添資料４） 
（１）用地２件取得（総用地数 ２１件、残り ５件） 

取得面積率 約９０％（駅前広場東武鉄道用地除く） 
 

協議 協議日 
事業費 

（千円） 
内容 

当 初 平成31年4月1日 2,547,804 
高架橋工事、仮線工事、 

環境影響評価事後調査 等 
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（２）今後の進め方 
西口駅前広場の整備時期を考慮しながら、丁寧に用地交渉を行うと

ともに、収用手続きも視野に入れ令和２年度を目途に取得を進める。 
 
５ 竹ノ塚駅付近鉄道高架化促進連絡協議会理事会の開催について 
（１）開催日  平成３１年４月１６日（火） 
（２）場 所  本庁舎 ８階 特別会議室 
（３）主な内容 

ア 竹ノ塚駅付近連続立体交差事業の事業認可（変更） 
イ 鉄道高架化工事の進捗状況 
ウ 今年度の予定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 題 点 

今後の方針 

１ 鉄道事業者との連携や国・都の積極的な協力を得て、早期の完成を目指す。 

２ 着実な事業の進捗に向けて、国庫補助金等の財源確保に努める。 
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竹ノ塚駅付近鉄道高架化に関する主な経過について 

工事着手までの主な経過 

年 月 日 出 来 事 

昭和55年 7月 7日 竹ノ塚駅南側踏切鉄道高架化の請願採択（区議会） 

平成16年 6月  踏切対策基本方針(東京都)の策定 

平成17年 

3月 15日 37号踏切事故発生（16:50分頃、4名死傷） 

4月 7日 
鉄道立体化を求める要望書等を区長、議長及び地元代表者が

国土交通大臣に提出 

6月 22日 
第1回竹ノ塚駅付近道路･鉄道立体化検討会 

（国土交通省、東京都、足立区、東武鉄道、東京地下鉄） 

9月 30日 竹ノ塚駅付近鉄道高架化促進連絡協議会結成大会 

平成18年 
3月 9日 緊急対策で設置した跨線橋の使用を開始 

4月  連続立体交差事業の調査が国庫補助採択（翌年4月に着工準備採択） 

平成21年 6月 23・25日 都市計画素案説明会開催 

平成22年 4月 20・21日 都市計画案及び環境影響評価書案説明会開催 

平成23年 
3月 31日 都市計画決定、環境影響評価書公示 

12月 20日 事業認可 

平成24年 
3月 30日 東武鉄道と施行協定を締結 

11月 4日 起工式 

工事着手後の主な経過 

年 月 工事内容等 

平成24年 11月 ～ 家屋事前調査 

平成25年 
3月 ～ 側道付替工事、栗六公園改修工事 

11月 ～ 高架橋工事、仮設地下道関係工事 

平成26年 

4月  西口新バス乗降場所供用開始（14日） 

6月 ～ 仮線切替工事（8回） 

12月 ～ 草加工区工事 

平成27年 
3月  講演会並びに献花式（15日）、ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｺｰﾅｰ開設（31日） 

10月  (草加工区)上りホーム(9日)、下りホーム(14日)供用開始 

平成28年 
5月  下り急行線レールウォーク開催（8日）、下り急行線高架化(29日) 

11月  仮設地下自由通路開通（30日） 

平成29年 8月  
下り緩行線仮移設、仮設地下改札・仮ホーム供用開始、橋上駅舎

の閉鎖、踏切（37・38号）の中島化（27日） 

平成30年 ９月  上り緩行線仮移設、上下線ともに仮ホームに接続（23日） 

平成31年 1月  事業認可変更（事業期間3年延伸）（7日） 

 

別紙 
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交通網・都市基盤整備調査特別委員会報告資料 

令和元年６月２８日 

件 名 メトロセブンの整備促進に向けた取組み状況について 

所管部課名 鉄道立体推進室竹の塚整備推進課 鉄道関連事業担当課 

内 容 

メトロセブンの整備促進に向けた取組み状況について、以下のとおり報

告する。 
 

１ メトロセブンに関する主な経過について（別紙参照 Ｐ１１） 
 
２ 令和元年度環七高速鉄道（メトロセブン）促進協議会総会の開催に

ついて 
（１）日 時 令和元年７月２４日（水） 午後２時から 
（２）場 所 江戸川区総合文化センター 
（３）参加者 メトロセブン促進協議会会員 

江戸川区長（会長）、足立区長（副会長）、 
葛飾区長（副会長）、各区区議会正副議長、各区副区長、 
交通問題を所管する委員会委員及び区議会からの推薦者 

（４）主な内容 
ア 平成３０年度事業報告、決算報告、監査報告 
イ 令和元年度事業計画案、予算案 
ウ 活動報告 
エ メトロセブンの整備促進に資する勉強会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 題 点 

今後の方針 
関係自治体と連携し、答申に示された課題解決への取組みを力強く行い、

早期整備実現を目指していく。 
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メトロセブンに関する主な経過について 

年 月 内  容 

平成 7年 11月 東京都知事へ要請活動 ※以後、平成10年度まで継続実施 

平成 9年 4月 エイトライナー促進協議会と連携宣言 

平成10年 1月 「足立区公共交通整備基本計画」で、メトロセブンを今後優先して整備

促進を図って行くべき路線として位置づけ 

8月 エイトライナー・メトロセブン合同促進大会及び大臣への要請活動  

※以後、平成16年度まで継続実施 

10月 東京都知事へ要請活動 

11月 都の要望路線として、要望順位Ⅰ（鉄道網充実のため整備すべき路線）

に位置づけ 

平成11年 8月 運輸大臣へ要請活動 

平成12年 1月 運輸政策審議会答申第18号 区部周辺部環状公共交通がＢ路線と位置

づけ（Ｂ路線：今後整備を検討すべき路線） 

8月 区部周辺部環状公共交通都区連絡会設置 ※以後、毎年度連絡会を開催 

平成13～14年度 地下鉄としての導入可能性の検討 

平成15～16年度 地上系システムの導入可能性の検討 

平成17～18年度 地下鉄・地上系交通システムの比較検討 

平成19～20年度 地下鉄整備における段階的整備の区間分割及び整備順序案の検討 

平成21～23年度 コスト縮減策や運行計画の深度化、需要予測、費用便益分析、収支採算

性の検討 

平成23年 12月 「足立区総合交通計画」にメトロセブン整備促進を位置づけ 

平成24年 1月 18号答申フォローアップ調査自治体ヒアリング（関東運輸局） 

平成24年度 地下鉄整備事業費の精査や技術開発等を見据えてのコスト縮減策の検討 

平成25年度 技術開発を見据えた輸送システム整備の検討や過年度調査結果の確認及び整理 

平成26年度 過年度の調査結果及び更なるコスト縮減策、次期答申を見据えた考察を整理 

平成27年 3月 国土交通大臣、東京都知事へ要請活動 

平成28年 4月 交通政策審議会答申「東京圏における今後の都市鉄道のあり方」 区部

周辺部環状公共交通の新設(葛西臨海公園～赤羽～田園調布)が、「地域

の成長に応じた鉄道ネットワークの充実に資するプロジェクト」に位置

づけられた。 

平成30年 3月～ 梅まつり、しょうぶまつり、Ａフェスタ、光の祭典でＰＲ活動実施 

 7月 区部周辺部環状公共交通都区連絡会開催 ※平成12年以降、毎年度実施 

 7月 環七高速鉄道（メトロセブン）促進協議会総会を開催 

※議会と行政が一体となり、平成6年以降、毎年度実施 

 12月 メトロセブンに係る中量軌道の課題整理等の調査を実施 

平成31年 3月～ 梅まつり、桜まつり、しょうぶまつりでＰＲ活動実施 

 

別紙 
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交通網・都市基盤整備調査特別委員会報告資料 

令和元年６月２８日 

件 名 有楽町線（地下鉄８号線）の整備促進に向けた取組み状況について 

所管部課名 鉄道立体推進室竹の塚整備推進課 鉄道関連事業担当課 

内 容 

有楽町線（地下鉄８号線）区内延伸の実現に向けた取組み状況について、

以下のとおり報告する。 
 
１ 有楽町線（地下鉄８号線）延伸に関する主な経過について 

（別紙参照 Ｐ１３） 
 
２ イベントにおけるＰＲ活動の結果について 
（１）梅まつり 
ア 実施日  平成３１年３月３日（日） 
イ 場 所  大谷田公園 
ウ 主な内容（約２５０名参加） 
（ア）ＰＲパネル展示、パンフレット配布、事業説明 
（イ）鉄道クイズの実施（小学生以下対象） 
（ウ）前日、午後５時からのライトアップでのＰＲ 

（２）桜まつり 
ア 実施日  平成３１年４月７日（日） 
イ 場 所  郷土博物館、葛西用水 
ウ 主な内容 
（ア）郷土博物館の桜まつり（約２,１００名参加） 

プラレール走行や鉄道模型運転体験の実施 
（イ）葛西用水さくら通り流し踊り 

有楽町線ＰＲ法被で踊っていただきＰＲ 
（３）しょうぶまつり 
ア 実施日  令和元年６月１日（土）・２日（日） 
イ 場 所  しょうぶ沼公園 
ウ 主な内容（約２,４００名参加） 
（ア）ＰＲパネル展示、パンフレット配布、事業説明 
（イ）鉄道クイズ、鉄道模型運転体験の実施（小学生以下対象） 

問 題 点 

今後の方針 

交通政策審議会答申に示された課題について、沿線自治体との協調や事業

採算性などの検討の深度化を図っていく。 
早期実現に向け、引き続き、促進大会やＰＲ活動等の実施により地域機運

の醸成を図っていく。 
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有楽町線（地下鉄８号線）に関する主な経過について 

年 月 内  容 

昭和47年 3月 都市交通審議会答申第15号 亀有まで位置づけ（目標年次：昭和60年） 

昭和60年 7月 運輸政策審議会答申第7号 今後検討すべき方向として、亀有から先、

武蔵野線方面が位置づけ（目標年次：平成12年） 

平成8・9年度 地元代表者が東京都知事・運輸大臣へ陳情 

平成 8年 2月 「区東部地域の鉄道網整備に関する基礎調査」を実施 

平成10年 8月 「地下鉄８号線誘致に関する勉強会」開催 

平成11年 3月 地元代表者が運輸大臣へ陳情 

11月 運輸大臣・東京都知事あて陳情書提出 

平成12年 1月 運輸政策審議会答申第18号 豊洲から野田市までがA2路線（平成27年ま

でに整備着手することが適当である路線）と位置づけ 

平成18年 11月 足立区議会が国土交通大臣・東京都知事あて要望書提出 

平成22年 12月 東京都都市整備局へ取組状況報告及び要請活動 

平成23～26年度 国土交通省鉄道局・東京都都市整備局へ取組状況報告及び要請活動 

平成23年 12月 「足立区総合交通計画」に地下鉄８号線整備促進を位置づけ 

「足立区議会地下鉄８号線整備促進議員連盟」発足 

平成24年 6月 「平成24・25年度 地下鉄８号線整備に向けた調査」を実施 

平成26年 2月 「地下鉄８号線整備促進に向けた講演会」開催 

5月 国土交通大臣へ足立区を含む沿線自治体で要請活動 

6月 「平成26年度 地下鉄８号線整備に向けた調査」を実施 

 11月 東京都知事へ要請活動 「地下鉄８号線整備促進大会」開催 

平成27年 

 

 

 

6月 国土交通大臣へ足立区を含む沿線自治体で要請活動 

7月 「平成27年度 地下鉄８号線整備に向けた調査」を実施 

11月 国土交通大臣へ要請活動及び地域住民から53,497筆の署名を手渡し 

12月 東京都都市整備局へ取組状況報告及び要請活動 

平成28年 1月 「地下鉄８号線整備促進に向けた講演会」開催 

 4月 交通政策審議会答申「東京圏における今後の都市鉄道のあり方」 東京

８号線（有楽町線）の延伸（押上～野田市）が、「地域の成長に応じた

鉄道ネットワークの充実に資するプロジェクト」に位置づけられた。 

 8月 「平成28年度 地下鉄８号線整備に向けた調査」を実施 

平成29年 7月 「平成29年度 地下鉄８号線整備に向けた調査」を実施 

平成30年 3月 沿線小学校4･5年生を対象にＰＲイベント「ゲーム シムシティ・ビル

ドイットでまちをつくろう」を実施 

 3月～ 梅まつり、しょうぶまつり、Ａフェスタ、光の祭典でＰＲ活動実施 

 7月 「平成30年度 地下鉄８号線整備に向けた調査」を実施 

 11月 「地下鉄８号線整備促進大会」開催  ※平成10年以後、毎年度実施 

平成31年 3月～ 梅まつり、桜まつり、しょうぶまつりでＰＲ活動実施  

別紙 
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